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研究目的 :貯水池等に発生したアオコ (主に､Microq,Stis)を効率的に処理できる渦流式アオコ処理装

置を考案し､その処理効果を評価すること｡

方法 :県内の調整池においてアオコは毎年大量に発生しており､その試料水を持ち帰って渦流式アオ

コ処理装置システムにかけて､処理後のアオコの細胞状態を観察した｡装置の特徴である衝突部は､

樹脂網(Ⅰ型)･金属網(Ⅱ型)･金属網+ステンレスタワシ(Ⅲ型)の3種類を使用し､衝突部構造の違い

による効果を比較した｡さらに､渦流式アオコ処理装置(Ⅲ型)構造において加圧圧力を0.2,0.5,1.OMPa

の3通りに変化させ､圧力の違いによる効果を比較した｡評価方法は､デジタル出力のある透過型顕

微鏡と映像表示用モニターを使用し､モニター画面上でミクロキステイスの細胞数を計測した｡評価

基準としては細胞数が 1-10個の群体を捕食可能サイズとし､試料水0.1ml中に含まれる捕食可能サイ

ズ細胞数の変化を処理前と処理後で比較した｡1mmメッシュ目盛のあるガラスプレート上に試料水を

0.1ml滴下後プレパラ- トでカバーし､各試料容器 (100cc)から検体を3個製作した｡1検体には1

60ヶ所の1mmメッシュ部があり､各メッシュ内にある描食可能サイズ細胞数を計測 ･集計した｡

成果と課題 :渦流式アオコ処理装置の衝突部の構造では､Ⅲ型の場合が最も効果のあることがわかっ

た｡圧力の違いによる効果については､0.2MPaの場合は処理前の2.89倍､0.5MPaの場合は4.11倍､

1.OMPaの場合は3.08倍となり､このシステムでは1.OMPaにおいて最適な加圧圧力の効果が得られた｡

しかしながら､既往の研究において､アオコは0.4MPa以上に加圧すると浮力が消失するとされており､

この点においては本システムが最も効率の良い方法であるかどうかは不明である｡また､本システム

の実用化に際しては､ノズル部の数および構造､アオコ収集装置の検討､処理装置の大型化の検討が

必要である｡
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